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も く じも く じお
と
い
ね
っ
ぷ
美
術
工
芸
高
校
の
卒
業
制
作（
北
海
道
音
威
子
府
村
）

3
月
に
入
っ
て
か
ら
も
北
海
道
の
暴
風
雪
は
止

ま
ず
、
北
国
の
き
び
し
さ
が
際
立
っ
た
こ
の
冬
で

あ
っ
た
が
、
そ
の
冬
の
ひ
と
日
、
音
威
子
府
村
を

訪
れ
る
機
会
が
あ
っ
た
。
こ
の
村
は
旭
川
と
稚
内

の
間
に
あ
る
人
口
9
0
0
人
に
満
た
な
い
北
海
道

最
小
の
自
治
体
で
あ
る
が
、
美
術
工
芸
に
特
化
し

た
村
立
の
高
校
を
持
つ
ユ
ニ
ー
ク
な
存
在
で
あ

る
。
昨
夏
、
長
野
県
木
島
平
村
で
開
催
さ
れ
た
全

国
村
長
サ
ミ
ッ
ト
で
左
近
村
長
に
お
会
い
し
、
こ

の
冬
の
訪
問
と
な
っ
た
。

北
海
道
に
は
定
時
制
で
出
発
し
た
町
村
立
の
高

校
が
、そ
の
後
も
町
村
の
努
力
に
よ
っ
て
存
続
し
、

ユ
ニ
ー
ク
な
教
育
で
名
を
挙
げ
て
い
る
と
こ
ろ
が

い
く
つ
も
あ
る
。
昨
年
は
町
立
ニ
セ
コ
高
校
に
お

邪
魔
し
、
地
域
特
性
を
活
か
し
た
農
業
科
学
・
観

光
リ
ゾ
ー
ト
の
2
コ
ー
ス
で
生
徒
が
立
派
に
育
っ

て
い
る
様
子
を
実
感
し
た
。

音
威
子
府
高
校
は
昭
和
25
年
に
定
時
制
で
出
発

し
、
同
59
年
に
全
日
制
工
芸
科
と
し
て
再
出
発
し

た
。
そ
し
て
平
成
14
年
に
現
在
の
「
北
海
道
お
と

い
ね
っ
ぷ
美
術
工
芸
高
校
」
と
い
う
校
名
に
変
更

し
、
学
年
1
ク
ラ
ス
40
名
を
美
術
コ
ー
ス
と
工
芸

コ
ー
ス
に
分
け
、
ハ
イ
レ
ベ
ル
の
教
員
を
迎
え
て

教
育
の
実
を
上
げ
て
き
た
。
近
年
で
は
志
願
者
も

2
倍
前
後
を
維
持
し
、
沖
縄
県
や
奄
美
群
島
か
ら

の
生
徒
が
入
る
な
ど
、
遠
方
に
も
知
ら
れ
る
存
在

と
な
っ
て
い
る
。
美
術
展
等
の
入
選
が
多
い
だ
け

で
は
な
く
、
小
さ
な
高
校
で
あ
り
な
が
ら
、
全
国

高
校
ス
キ
ー
大
会
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
の
部
で
総

合
優
勝
す
る
な
ど
、
驚
く
べ
き
パ
ワ
ー
を
見
せ
て

い
る
。

基
準
的
な
教
員
の
給
与
等
は
地
方
交
付
税
に
算

入
さ
れ
る
が
、
加
増
教
員
の
人
件
費
、
施
設
の
維

持
管
理
、
教
材
の
た
め
の
負
担
、
さ
ら
に
は
寄
宿

舎
等
で
、毎
年
の
村
の
負
担
は
1
億
円
を
超
え
る
。

施
設
の
更
新
に
は
さ
ら
に
多
額
の
費
用
が
必
要

で
、
今
は
女
子
生
徒
の
割
合
が
増
え
た
た
め
に
、

女
子
寮
の
増
築
の
費
用
の
捻
出
に
苦
労
し
て
い
る

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
村
で
は
か
つ
て
村
外
の
生

徒
が
多
い
高
校
に
多
額
の
費
用
を
か
け
る
こ
と
に

つ
い
て
相
当
の
異
論
が
あ
っ
た
と
い
う
が
、
今
は

な
い
。
生
徒
は
全
員
住
民
登
録
し
、
住
民
運
動
会

は
生
徒
全
員
の
参
加
で
盛
り
上
が
る
。
生
徒
と
学

校
関
係
者
の
合
計
は
1
7
0
名
ほ
ど
に
な
り
、
全

人
口
の
2
割
を
超
え
る
。
こ
れ
こ
そ
過
疎
の
村
に

お
け
る
活
力
の
も
と
で
な
く
て
何
で
あ
ろ
う
。
生

徒
が
外
出
時
に
村
の
人
に
あ
い
さ
つ
を
欠
か
さ
な

い
こ
と
も
、
村
を
明
る
く
す
る
こ
と
に
大
き
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
と
い
う
。

筆
者
が
お
邪
魔
し
た
時
は
、
ち
ょ
う
ど
卒
業
制

作
の
さ
な
か
で
、
一
心
不
乱
に
励
ん
で
い
る
姿
に

大
変
な
迫
力
を
感
じ
た
。
左
近
村
長
は
と
り
わ
け

こ
の
高
校
の
存
在
価
値
を
認
識
し
て
お
ら
れ
、
そ

の
場
に
も
駆
け
つ
け
て
く
だ
さ
っ
た
が
、
施
設
の

更
新
は
こ
れ
か
ら
も
必
要
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

大
い
な
る
価
値
を
町
村
が
育
て
て
き
た
こ
と
に
敬

意
を
表
し
、
地
方
か
ら
こ
の
価
値
が
失
わ
れ
な
い

よ
う
な
、国
の
支
援
の
確
立
を
望
む
も
の
で
あ
る
。

表紙に掲載する写真を募集してい
ます。採用者には、粗品を差し上
げます。
写真には撮影者の住所、氏名及び
撮影場所・日時を明記して下さい。
なお、採否は当方に一任願います。

送り先：全国町村会・広報部

「
道
州
制
基
本
法
案
」
の
動
向
に
対
応
し
、
全
国
町
村
会
長
書
簡
を
全
国
会
議
員
に
配
付
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⑵

実
質
収
支
は
黒
字
も
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入
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平
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25
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地
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政
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⑶

被
災
市
町
村
に
お
け
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事
務
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軽
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等
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原
会
長
が
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大
臣
等
に
要
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潟
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な
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活 動

拝
啓時

下
ま
す
ま
す
ご
清
祥
の
段
、
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
平
素
は
地
方
自
治
の
充
実

並
び
に
地
方
分
権
の
推
進
に
格
別
の
ご
尽
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
末
の
総
選
挙
に
お
い
て
各
党
が
掲
げ
ら
れ
た
地
方
自
治
関
係
の
公
約
、

と
り
わ
け
「
道
州
制
」
に
関
し
、
通
常
国
会
で
も
、
関
心
の
深
い
議
員
が
意
見
を
披
瀝

さ
れ
、
政
府
の
対
応
を
質
す
等
の
議
論
が
な
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

道
州
制
の
導
入
に
関
し
ま
し
て
は
、
既
に
ご
案
内
の
と
お
り
、
全
国
町
村
会
は
、
平

成
二
十
年
の
全
国
町
村
長
大
会
決
議
以
来
、
一
貫
し
て
反
対
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
、『
道
州
制
は
地
方
分
権
の
名
を
借
り
た
新
た
な
集
権
体
制
を
生
み
出
す
も
の
で

あ
り
、
ま
た
、
税
源
が
豊
か
で
社
会
基
盤
が
整
っ
て
い
る
大
都
市
圏
へ
の
さ
ら
な
る
集

中
を
招
き
、
地
域
間
格
差
は
一
層
拡
大
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
道
州
に
お
け
る
中

心
部
と
周
縁
部
の
格
差
も
拡
が
り
、
道
州
と
住
民
の
距
離
が
遠
く
な
っ
て
、
住
民
自
治

が
埋
没
す
る
懸
念
さ
え
あ
る
』
と
の
強
い
疑
念
が
あ
る
か
ら
で
あ
り
ま
す
。

も
と
よ
り
、道
州
制
は
国
の
か
た
ち
の
根
本
に
関
わ
る
も
の
で
あ
り
、検
討
に
あ
た
っ

て
は
、
導
入
の
目
的
、
道
州
の
基
本
的
性
格
、
基
礎
自
治
体
の
あ
り
方
な
ど
明
確
な
姿

を
示
し
、
な
ぜ
今
道
州
制
導
入
の
議
論
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
正
に
当

事
者
で
あ
る
地
方
団
体
と
真
摯
な
議
論
を
重
ね
、
国
民
的
な
理
解
を
得
る
こ
と
が
不
可

欠
で
あ
り
ま
す
。

し
か
る
に
、
道
州
制
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
問
題
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
導
入

推
進
の
か
け
声
ば
か
り
が
先
行
し
て
い
る
の
は
憂
慮
に
耐
え
ま
せ
ん
。

私
ど
も
全
国
町
村
会
の
考
え
を
よ
り
ご
理
解
願
う
た
め
、「
全
国
町
村
長
大
会
特
別

決
議
」
及
び
「
道
州
制
の
何
が
問
題
か
」
を
お
送
り
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご

一
読
頂
け
れ
ば
幸
甚
に
存
じ
ま
す
。

時
節
柄
、
ご
自
愛
の
ほ
ど
お
祈
り
致
し
ま
す
。

敬
具

平
成
二
十
五
年
四
月
十
日

全
国
町
村
会
長　
　

藤

原

忠

彦

全
国
町
村
会
長
書
簡

全
国
町
村
会
長
書
簡

全
国
町
村
会
（
会
長
：
藤
原
忠
彦　

長
野
県
町
村
会

長
・
川
上
村
長
）
は
4
月
10
日
、
衆
議
院
予
算
委
員
会

の
審
議
状
況
等
を
踏
ま
え
、「
道
州
制
基
本
法
案
」
の

今
国
会
へ
の
提
出
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
改
め
て

全
国
町
村
会
の
考
え
を
理
解
い
た
だ
く
た
め
、
衆
・
参

国
会
議
員
に
対
し
、
全
国
町
村
会
長
書
簡
と
と
も
に
、

「
平
成
24
年
11
月
全
国
町
村
長
大
会
特
別
決
議
（
町

村
週
報
2
8
2
1
号
参
照
）」
及
び
「
道
州
制
の
何
が

問
題
か
」
を
配
付
し
た
。（
な
お
、
配
付
資
料
全
文
に

つ
い
て
は
、
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
h
ttp
://w
w
w
.

zc
k.o
r.jp
/）
を
ご
参
照
願
い
ま
す
。）

「道州制基本法案」の動向に対応し、
全国町村会長書簡を全国会議員に配付

全国町村会
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政 策

歳
入
、
歳
出
と
も
に

前
年
度
決
算
規
模
を
上
回
る

平
成
23
年
度
決
算
は
、
歳
入
1
0
0
兆

6
9
6
億
円
（
前
年
度
97
兆
5
、
1
1
5

億
円
）、
歳
出
97
兆
26
億
円
（
同
94
兆
7
、

7
5
0
億
円
）
で
、
歳
入
、
歳
出
い
ず
れ

も
増
加
し
て
い
る
。
対
前
年
度
比
は
歳
入

2
・
6
％
増
（
前
年
度
0
・
9
％
減
）、

歳
出
2
・
4
％
増
（
同
1
・
4
％
減
）
と

な
っ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
東
日
本
大
震
災
分
に
つ
い

て
、
歳
入
は
5
兆
3
4
5
億
円
、
歳
出
は

4
兆
4
、
9
1
0
億
円
。
東
日
本
大
震
災

分
を
除
い
た
通
常
収
支
分
に
つ
い
て
、
歳

入
は
95
兆
3
5
1
億
円
で
、
前
年
度
と
比

べ
る
と
2
兆
4
、
7
6
4
億
円
減
少

（
2
・
5
％
減
）。
歳
出
は
92
兆
5
、
1
1

7
億
円
で
、
前
年
度
と
比
べ
る
と
2
兆

2
、
6
3
3
億
円
減
少
（
2
・
4
％
減
）

し
て
い
る
。

歳
入
総
額
の
主
な
増
減
内
訳
は
、
地
方

交
付
税
の
増
加
（
1
兆
5
、
5
8
7
億
円

増
）、
国
庫
支
出
金
の
増
加
（
1
兆
7
、

2
6
9
億
円
増
）、
地
方
税
の
減
少
（
1
、

4
4
9
億
円
減
）、
地
方
債
の
減
少
（
1

兆
2
、
0
9
2
億
円
減
）
で
あ
る
。
歳
出

総
額
の
主
な
増
減
内
訳
は
、
災
害
復
旧
事

業
費
の
増
加
（
6
、
0
3
4
億
円
増
）、

積
立
金
の
増
加
（
1
兆
4
、
8
1
4
億
円

増
）、人
件
費
の
減
少
（
8
7
7
億
円
減
）、

普
通
建
設
事
業
費
の
減
少
（
7
、
9
8
2

平
成
25
年
版
「
地
方
財
政
の
状
況
」（
地
方
財
政
白
書
）
は
、
3
月
22
日
に

閣
議
決
定
し
、
国
会
へ
報
告
さ
れ
た
。
平
成
23
年
度
の
決
算
状
況
を
中
心
に
、

地
方
財
政
の
状
況
に
つ
い
て
ま
と
め
た
も
の
で
、
昭
和
28
年
以
来
、
今
回
で
61

回
目
に
な
る
。
平
成
23
年
度
決
算
は
、
前
年
度
と
比
較
す
る
と
、
歳
入
は
2
・

6
％
増
、
歳
出
は
2
・
4
％
増
と
な
っ
た
。
実
質
収
支
は
1
兆
7
、
9
5
3
億

円
の
黒
字
、
経
常
収
支
比
率
は
前
年
度
よ
り
2
・
1
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
92
・
6

％
で
あ
る
が
、
普
通
会
計
が
負
担
す
べ
き
借
入
金
残
高
は
2
0
0
兆
円
を
超
え

た
。
依
然
と
し
て
高
い
水
準
で
推
移
し
て
お
り
、
自
治
体
財
政
が
厳
し
い
状
況

は
改
善
さ
れ
て
い
な
い
と
言
え
る
。

億
円
減
）
で
あ
る
。

決
算
規
模
が
前
年
度
を
上
回
っ
た
要
因

は
、
歳
入
に
お
い
て
は
、
通
常
収
支
分
に

つ
い
て
、
地
方
税
の
減
少
、
臨
時
財
政
対

策
債
の
減
少
等
に
よ
る
地
方
債
の
減
少
、

平
成
21
年
度
に
国
の
経
済
対
策
の
実
施
等

の
影
響
で
増
加
し
た
国
庫
支
出
金
の
減
少

が
あ
っ
た
も
の
の
、
東
日
本
大
震
災
分
に

つ
い
て
、
復
旧
・
復
興
に
対
応
し
た
特
別

交
付
税
の
増
額
及
び
震
災
復
興
特
別
交
付

税
の
創
設
や
国
庫
支
出
金
の
計
上
が
あ
っ

た
こ
と
等
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
歳
出
に

お
い
て
は
、
通
常
収
支
分
に
つ
い
て
平
成

21
年
度
に
国
の
経
済
対
策
の
実
施
等
の
影

響
で
増
加
し
た
普
通
建
設
事
業
費
の
減
少

が
あ
っ
た
も
の
の
、
子
ど
も
手
当
や
生
活

保
護
費
の
増
加
等
に
よ
り
扶
助
費
が
増
加

し
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
東
日
本
大
震
災

分
に
つ
い
て
普
通
建
設
事
業
費
、
災
害
復

旧
事
業
費
、
積
立
金
が
計
上
さ
れ
た
こ
と

等
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
。

平
成
23
年
度
の
実
質
収
支
は
、
1
兆

7
、
9
5
3
億
円
の
黒
字
（
前
年
度
1
兆

6
、
7
0
2
億
円
の
黒
字
）
で
、
昭
和
31

年
度
以
降
黒
字
と
な
っ
て
い
る
。
都
道
府

県
に
お
い
て
は
3
、
4
6
1
億
円
の
黒
字

（
前
年
度
3
、
5
4
6
億
円
の
黒
字
）
で
、

平
成
12
年
度
以
降
黒
字
。
市
町
村
に
お
い

て
は
1
兆
4
、
4
9
2
億
円
の
黒
字
（
前

年
度
1
兆
3
、1
5
6
億
円
の
黒
字
）
で
、

昭
和
31
年
度
以
降
黒
字
と
な
っ
て
い
る
。

実
質
収
支
が
赤
字
で
あ
る
団
体
を
み
る

と
、
前
年
度
赤
字
で
あ
っ
た
市
町
村
8
団

体
の
う
ち
2
団
体
が
引
き
続
き
赤
字
で
、

1
団
体
（
1
一
部
事
務
組
合
）
が
新
た
に

赤
字
と
な
っ
た
結
果
、
赤
字
団
体
数
は
3

団
体
で
あ
り
、
前
年
度
と
比
べ
る
と
5
団

体
減
少
し
た
。

単
年
度
収
支
は
、
前
年
度
よ
り
1
、
0

0
3
億
円
減
少
し
、
1
、
2
5
5
億
円
の

黒
字
（
市
町
村
に
お
い
て
は
1
、
3
4
1

億
円
の
黒
字
（
前
年
度
1
、
3
5
0
億
円

の
黒
字
））
と
な
っ
た
。
実
質
単
年
度
収

支
は
、
前
年
度
よ
り
6
、
0
2
3
億
円
減

少
し
、
4
、
3
7
2
億
円
の
黒
字
（
市
町

村
に
お
い
て
は
4
、
6
1
7
億
円
の
黒
字

（
前
年
度
6
、
2
6
3
億
円
の
黒
字
））
と

な
っ
た
。

一
般
財
源
は
2
年
連
続
で
増
加

歳
入
の
主
な
内
訳
を
み
て
み
よ
う
。
地

方
税
は
、
法
人
関
係
二
税
の
増
加
や
道
府

県
た
ば
こ
税
及
び
市
町
村
た
ば
こ
税
の
増

加
等
が
あ
っ
た
が
、
被
災
地
方
公
共
団
体

に
お
け
る
減
免
等
に
よ
る
個
人
住
民
税
の

減
少
等
に
よ
り
、
前
年
度
比
0
・
4
％
減

実
質
収
支
は
黒
字
も
借
入
金
残
高
は
２
０
０
兆
円
超

―
平
成
25
年
版
「
地
方
財
政
の
状
況
」
―

政
策
解
説



町 村 週 報（第三種郵便物認可） 平成25年 4 月15日　4第2837号

政 策

（
1
、
4
4
9
億
円
減
）
の
34
兆
1
、
7

1
4
億
円
と
な
っ
た
。

地
方
譲
与
税
は
、
地
方
法
人
特
別
譲
与

税
の
増
加
等
に
よ
り
、
前
年
度
比
4
・

9
％
増
（
1
、
0
0
7
億
円
増
）
の
2
兆

1
、6
9
9
億
円
。
地
方
特
例
交
付
金
は
、

児
童
手
当
及
び
子
ど
も
手
当
特
例
交
付
金

の
減
少
等
に
よ
り
、
前
年
度
比
5
・
0
％

減
（
1
9
2
億
円
減
）
の
3
、
6
4
0
億

円
。
地
方
交
付
税
は
、
復
旧
・
復
興
に
対

応
し
た
特
別
交
付
税
の
増
額
及
び
震
災
復

興
特
別
交
付
税
の
創
設
（
8
、
1
3
4
億

円
）
等
に
よ
り
、
前
年
度
比
9
・
1
％
増

（
1
兆
5
、
5
8
7
億
円
増)

の
18
兆
7
、

5
2
3
億
円
と
な
り
、
こ
れ
ら
を
合
計
し

た
一
般
財
源
は
、
地
方
交
付
税
の
増
加
等

に
よ
り
、
前
年
度
比
2
・
8
％
増
（
1
兆

4
、
9
5
4
億
円
増
）
の
55
兆
4
、
5
7

6
億
円
。臨
時
財
政
対
策
債
を
含
め
る
と
、

前
年
度
比
0
・
4
％
増
（
2
、
5
0
6
億

円
増
）
の
61
兆
3
、
1
2
2
億
円
と
な
り

2
年
連
続
で
増
加
し
て
い
る
。

国
庫
支
出
金
に
つ
い
て
は
、
通
常
収
支

分
に
お
い
て
9
、
5
7
9
億
円
減
少
し
た

が
、
東
日
本
大
震
災
分
に
お
い
て
2
兆

6
、
8
4
8
億
円
計
上
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
前
年
度
比
12
・
1
％
増
（
1
兆
7
、

2
5
2
億
円
増
）
の
16
兆
3
0
4
億
円
。

地
方
債
は
、
臨
時
財
政
対
策
債
の
減
少
等

に
よ
り
、
前
年
度
比
9
・
3
％
減
（
1
兆

2
、
0
9
2
億
円
減
）
の
11
兆
7
、
6
0

3
億
円
。
そ
の
他
の
項
目
に
つ
い
て
は
、

繰
越
金
の
増
加
等
に
よ
り
、
前
年
度
比

3
・
4
％
増
（
5
、
4
6
8
億
円
増)

の

16
兆
8
、
2
1
3
億
円
と
な
っ
た
。

東
日
本
大
震
災
分
計
上
で
歳
出
増

前
年
度
比
2
・
4
％
増
と
な
っ
た
歳
出

の
う
ち
、
義
務
的
経
費
は
、
前
年
度
と
比

べ
る
と
1
・
3
％
増
（
6
、1
4
9
億
円
増
）

と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
人
件
費
が
、
通
常

収
支
分
に
お
い
て
、
職
員
給
の
減
少
等
に

よ
り
1
、
2
6
7
億
円
減
少
し
た
が
、
東

日
本
大
震
災
分
に
お
い
て
3
8
9
億
円
計

上
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
前
年
度
比
0
・

4
％
減
（
8
7
7
億
円
減
）
の
23
兆
4
、

4
8
5
億
円
に
。
扶
助
費
は
、
通
常
収
支

分
に
お
い
て
、
生
活
保
護
費
の
増
加
等
に

よ
り
6
、
1
6
2
億
円
増
加
し
た
こ
と
に

加
え
、
東
日
本
大
震
災
分
に
お
い
て
、
災

害
救
助
費
等
の
た
め
1
、
0
2
9
億
円
計

上
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
前
年
度
比
6
・

4
％
増
（
7
、
1
9
1
億
円
増
）
の
11
兆

9
、
5
6
4
億
円
に
。
公
債
費
は
、
通
常

収
支
分
に
お
い
て
、
地
方
債
元
利
償
還
金

の
減
少
に
よ
り
2
2
1
億
円
減
少
し
た
が
、

東
日
本
大
震
災
分
に
お
い
て
56
億
円
計
上

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
前
年
度
比
0
・
1
％

減
（
1
6
4
億
円
減
）
の
12
兆
9
、
3
3

4
億
円
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ

る
。

投
資
的
経
費
は
、
前
年
度
と
比
べ
る
と

1
・
5
％
減
（
1
、
9
7
2
億
円
減
）
と

な
っ
た
。
こ
れ
は
、
普
通
建
設
事
業
費

が
、
通
常
収
支
分
に
お
い
て
、
単
独
事
業

費
や
国
直
轄
事
業
負
担
金
の
減
少
等
に
よ

り
1
兆
3
、
2
3
1
億
円
減
少
し
た
が
、

東
日
本
大
震
災
分
に
お
い
て
5
、
2
4
9

億
円
計
上
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
前
年
度

比
6
・
0
％
減
（
7
、
9
8
2
億
円
減
）

の
12
兆
5
、
3
5
2
億
円
に
。
災
害
復
旧

事
業
費
は
、
通
常
収
支
分
に
お
い
て
9
2

8
億
円
増
加
し
た
こ
と
に
加
え
、
東
日
本

大
震
災
分
に
お
い
て
5
、
1
0
5
億
円
計

上
さ
れ
た
こ
と
に

よ
り
、
前
年
度
と

比
べ
て
6
、
0
3

4
億
円
増
（
3
7

7
・
4
％
増
）
の

7
、
6
3
3
億
円

と
な
っ
た
こ
と
等

に
よ
る
も
の
で
あ

る
。そ

の
他
の
経
費

は
、
前
年
度
と
比

べ
る
と
5
・
4
％

増
（
1
兆
8
、
0

9
9
億
円
増
）
と

な
っ
た
。こ
れ
は
、

物
件
費
が
、
通
常

収
支
分
に
お
い
て

2
、
5
0
5
億
円

増
加
し
た
こ
と
に
加
え
、
東
日
本
大
震
災

分
に
お
い
て
、
災
害
救
助
費
等
の
た
め

5
、
1
1
9
億
円
計
上
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
前
年
度
比
9
・
5
％
増
（
7
、
6
2

4
億
円
増
）
の
8
兆
7
、8
2
7
億
円
に
。

積
立
金
は
、
通
常
収
支
分
に
お
い
て
5
、

7
5
0
億
円
減
少
し
た
が
、
東
日
本
大
震

災
分
に
お
い
て
、
東
日
本
大
震
災
復
興
関

連
基
金
へ
の
積
立
の
た
め
2
兆
5
6
3
億

円
計
上
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
前
年
度
比

47
・
2
％
増
（
1
兆
4
、
8
1
4
億
円
増
）

の
4
兆
6
、
2
0
7
億
円
と
な
っ
た
こ
と

等
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

44.2 

0.3

16.7 

11.2 

10.5 

16.3 

0.8

(62.0)

42.9 

0.7 
0.6 

16.7 

12.6 

10.8 

15.7 

(60.9)

35.8 

1.3 
0.5 

16.1 

17.0 

12.6 

16.7

(53.6)
35.2 

2.1 

0.4 

17.6 

14.6 

13.3 

16.8 

(55.3)
34.1 

2.2 

0.4 

18.7 

16.0 

11.8 

16.8

(55.4)

（注） （ ）の数値は、歳入総額に占める一般財源の構成比である。

19 20 21 22 （年度）23

一
般
財
源

その他

地方債

地方交付税

地方税

地方譲与税

国庫支出金

地方特例交付金等

983,657 975,115 1,000,696911,814　　922,135 （億円）

■参考　歳入決算額構成比の推移
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借
入
金
残
高
は
2
0
0
兆
円
超

財
政
構
造
の
弾
力
性
の
度
合
い
を
判
断

す
る
指
標
の
一
つ
で
あ
る
経
常
収
支
比
率

は
、
前
年
度
と
比
べ
る
と
2
・
1
ポ
イ
ン

ト
上
昇
の
92
・
6
％
と
な
っ
た
。
主
な
内

訳
は
、
人
件
費
充
当
分
が
33
・
4
％
（
前

年
度
32
・
9
％
）、
公
債
費
充
当
分
が
21
・

1
％
（
同
20
・
7
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

市
町
村
（
特
別
区
及
び
一
部
事
務
組
合
等

を
除
く
）
に
お
い
て
は
、
前
年
度
と
比
べ

る
と
1
・
1
ポ
イ
ン
ト
上
昇
の
90
・
3
％
。

人
件
費
充
当
分
が
25
・
4
％
（
前
年
度

25
・
1
％
）、
公
債
費
充
当
分
が
19
・

0
％
（
同
19
・
0
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

経
常
収
支
比
率
の
段
階
別
分
布
状
況
を

み
る
と
、
経
常
収
支
比
率
が
80
％
以
上
の

団
体
数
は
、
都
道
府
県
に
お
い
て
は
47
団

体
の
全
て
の
団
体
（
前
年
度
同
数
）、
市

町
村
に
お
い
て
は
全
体
の
88
・
0
％
を
占

め
る
1
、
5
1
2
団
体
（
同
1
、
3
9
3

団
体
）
と
な
っ
て
い
る
。

実
質
公
債
費
比
率
は
、
前
年
度
よ
り

0
・
2
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
、
11
・
8
％
と

な
っ
た
。

普
通
会
計
が
負
担
す
べ
き
借
入
金
残
高

は
2
0
0
兆
3
、
5
5
7
億
円
で
、
前
年

度
末
と
比
較
す
る
と
0
・
3
％
増
（
前
年

度
末
0
・
6
％
増
）
と
な
っ
て
お
り
、
引

き
続
き
高
い
水
準
で
推
移
し
て
い
る
。
内

訳
は
、
地
方
債
現
在
高
が
1
4
3
兆
1
、

9
2
6
億
円
、
交
付
税
特
別
会
計
借
入
金

残
高
が
33
兆
5
、
1
7
3
億
円
、
企
業
債

現
在
高
の
う
ち
普
通
会
計
が
負
担
す
る
こ

と
と
な
る
も
の
が
23
兆
6
、
4
5
8
億
円

で
、
前
年
度
末
と
比
べ
る
と
そ
れ
ぞ
れ

0
・
8
％
増
（
前
年
度
末
1
・
7
％
増
）、

0
・
3
％
減
（
同
増
減
な
し
）、
1
・

9
％
減（
同
4
・
7
％
減
）と
な
っ
て
い
る
。

平
成
23
年
度
決
算
に
基
づ
く
健
全
化
判

断
比
率
等
の
状
況
に
つ
い
て
み
て
み
る

と
、
実
質
赤
字
額
が
あ
る
（
実
質
赤
字
比

率
が
0
％
超
で
あ
る
）
団
体
は
、
市
区
1

団
体
、
町
村
1
団
体
で
、
こ
の
う
ち
実
質

赤
字
比
率
が
早
期
健
全
化
基
準
以
上
で
あ

る
団
体
は
な
か
っ
た
。
連
結
実
質
赤
字
額

が
あ
る
（
連
結
実
質
赤
字
比
率
が
0
％
超

で
あ
る
）
団
体
は
、
政
令
指
定
都
市
1
団

体
、
市
区
7
団
体
、
町
村
1
団
体
で
、
連

結
実
質
赤
字
比
率
が
早
期
健
全
化
基
準
以

上
で
あ
る
団
体
は
な
か
っ
た
。
実
質
公
債

費
比
率
が
早
期
健
全
化
基
準
以
上
で
あ
る

団
体
は
、
市
区
1
団
体
。
将
来
負
担
比
率

が
早
期
健
全
化
基
準
以
上
で
あ
る
団
体

は
、
市
区
2
団
体
。
資
金
不
足
額
が
あ
る

（
資
金
不
足
比
率
が
0
％
超
で
あ
る
）
公

営
企
業
会
計
数
は
、
都
道
府
県
1
会
計
、

政
令
指
定
都
市
8
会
計
、
市
区
56
会
計
、

町
村
18
会
計
、
一
部
事
務
組
合
等
5
会
計

と
な
っ
て
い
る
。
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全
国
町
村
会
及
び
全
国
市
長
会
は
4
月

5
日
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
市
町
村
に

お
け
る
事
務
負
担
の
軽
減
等
に
つ
い
て
、

根
本
復
興
大
臣
、
長
島
政
務
官
、
中
島
事

務
次
官
に
対
し
要
請
活
動
を
行
い
、
本
会

か
ら
は
藤
原
会
長
（
長
野
県
町
村
会
長
・

川
上
村
長
）
が
出
席
し
た
。

全
国
町
村
会
、
全
国
市
長
会
に
お
い
て

は
、
東
日
本
大
震
災
の
発
災
直
後
か
ら
被

災
市
町
村
に
対
し
、
全
国
の
市
町
村
か
ら

の
職
員
派
遣
を
実
施
し
て
い
る
が
、
被
災

市
町
村
で
は
、
復
興
事
業
の
本
格
実
施
等

に
伴
う
膨
大
な
業
務
に
十
分
に
対
応
で
き

る
職
員
数
を
確
保
す
る
こ
と
が
、
現
実
的

に
困
難
な
状
況
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
復

興
庁
に
対
し
、
事
務
手
続
き
の
緩
和
・
簡

素
化
が
図
ら
れ
る
よ
う
要
請
し
た
も
の
。

要
請
で
は
、
被
災
市
町
村
等
か
ら
手
続

き
の
緩
和
・
簡
素
化
等
の
提
案
の
あ
っ
た

事
務
を
、
①
災
害
復
旧
・
復
興
事
業
関
係
、

②
予
算
・
財
政
、
計
画
等
関
係
、
③
調
査

等
の
簡
素
化
、
④
被
災
者
支
援
関
係
、
⑤

原
子
力
災
害
・
除
染
・
廃
棄
物
関
係
、
⑥

人
的
支
援
体
制
の
整
備
の
分
野
ご
と
に
計

59
項
目
に
わ
た
っ
て
取
り
ま
と
め
て
お

り
、
被
災
市
町
村
に
負
担
と
な
っ
て
い
る

事
務
手
続
き
の
緩
和
・
簡
素
化
が
図
ら
れ

る
よ
う
、
そ
の
実
現
を
求
め
て
い
る
。

藤
原
会
長
は
、
①
町
村
長
は
住
民
か
ら

多
く
の
要
望
が
上
が
っ
て
く
る
た
め
、
復

興
に
あ
た
り
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

法
律
上
の
問
題
や
財
政
措
置
な
ど
町
村
長

の
疑
問
点
に
つ
い
て
相
談
で
き
る
よ
う
な

担
当
者
を
復
興
局
と
現
地
事
務
所
に
置
い

て
欲
し
い
。
②
職
員
派
遣
に
は
、
事
前
の

協
議
や
費
用
負
担
の
範
囲
な
ど
で
調
整
に

時
間
が
か
か
る
た
め
、
派
遣
元
・
派
遣
先

共
に
手
間
の
か
か
ら
な
い
仕
組
み
を
講
じ

て
ほ
し
い
と
要
請
し
た
。

　全国町村会では、全国の町村との連携を密にし、町村長と町村職員のみなさんの情報収集の利便
性を向上させるため、町村専用ページ「町村.com」を開設しています。
　「町村 .com」では、全国町村会の活動状況や中央省庁などの政策情報を随時ご提供しているほか、
全国の町村の先進的な取り組み事例をはじめ、各種統計資料など様々なデータも公表しています。
　私どもは、「町村 .com」が町村関係者にとって真に役立つホームページとなることを目指し、こ

れからも充実をはかっていきたいと考えてい
ますので、ご覧になったご感想・ご意見を、下
記のメールアドレスにお寄せください。

kouhou@zck.or.jp

町村専用ページ「町村 .com」をご覧になっていますか

 http://www.zck.or.jp/choson/

・「町村 .com」は、町村関係者の方だけがご利用いただ
ける専用ページです。
  ご覧になる際は、所定のパスワードが必要になります。

・ユーザー名とパスワードは、各町村にお知らせ済み（平
成18年9月27日付）ですが、 お問い合わせは、全国町村会
広報部までメール（kouhou@zck.or.jp）でお願いいたし
ます。

▲ 根本復興大臣（右から２人目）長島政務官（右）に要
請する藤原会長（左）森市長会長（左から２人目）

被
災
市
町
村
に
お
け
る
事
務
負
担
の
軽
減
等
に

つ
い
て
藤
原
会
長
が
復
興
大
臣
等
に
要
請
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山
と
川
と
い
で
湯
の
里

県
都
新
潟
市
の
北
東
約
60
㎞
に
位
置
し
、

村
の
中
央
を
流
れ
る
荒
川
が
日
本
海
へ
と
注

い
で
い
ま
す
。
村
の
面
積
は
東
京
23
区
の
半

分
以
上
に
あ
た
る
2
9
9
・
61
㎢
と
い
う
広

い
面
積
で
す
が
、
荒
川
流
域
の
一
部
を
除
き

起
伏
が
激
し
く
、
約
88
％
は
山
林
原
野
。
緑

美
し
い
農
山
村
で
す
。

荒
川
沿
線
に
は
高
瀬
・
鷹
の
巣
・
雲
母
・

湯
沢
・
桂
の
関
の
5
つ
の
温
泉
が
湧
き
出
て
、

え
ち
ご
せ
き
か
わ
温
泉
郷
を
形
成
し
て
い
ま

す
。
村
の
中
央
に
は
国
重
文
・
渡
辺
邸
や
佐

藤
邸
な
ど
18
世
紀
の
街
並
み
が
残
っ
て
お

り
、
古
く
か
ら
交
通
の
要
所
と
し
て
栄
え
た

米
沢
街
道
を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。

村
の
主
幹
産
業
は
農
業
と
サ
ー
ビ
ス
業
。

稲
作
を
中
心
と
し
た
兼
業
農
家
が
多
く
、
農

業
と
観
光
の
村
で
す
。

自
然
豊
か
な
環
境
を
守
り
育
て
な
が
ら
5

つ
の
温
泉
資
源
の
活
用
を
図
り
、
歴
史
、
伝

統
を
次
代
に
継
承
し
香
り
高
い
文
化
を
育
み

う
る
お
い
に
満
ち
た
美
し
い
村
づ
く
り
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

大
し
た
も
ん
蛇
ま
つ
り

①
ま
つ
り
の
見
ど
こ
ろ

長
さ
82
・
8
ｍ
、
重
さ
2
ト
ン
の
大
蛇
が
、

村
内
を
練
り
歩
き
ま
す
。「
世
界
一
長
い
手

作
り
蛇
」
と
し
て
ギ
ネ
ス
に
も
認
定
さ
れ
た

ユ
ニ
ー
ク
で
豪
快
な
大
蛇
の
パ
レ
ー
ド
が
、

ま
つ
り
の
主
役
で
す
。

5
0
0
人
も
の
村
民
が
、
交
代
し
な
が
ら

村
内
を
担
ぎ
上
げ
、
村
内
を
パ
レ
ー
ド
。
見

物
し
て
い
て
も
十
分
楽
し
め
ま
す
が
、
飛
び

入
り
も
大
歓
迎
。
長
さ
25
ｍ
の
子
ど
も
用
小

 せき かわ むら

関川村新潟県

新潟県

Ｎ

関川村

村
民
融
和
の
む
ら
づ
く
り

「
大
し
た
も
ん
蛇
ま
つ
り
」と「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
」

△大蛇パレード

現地レポート

地域資源を
活かした
活性化策
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大
蛇
も
一
緒
に
練
り
歩
き
ま
す
。

②
大
蛇
の
作
り
手

大
蛇
は
、
頭
部
の
ほ
か
胴
体
は
54
の
パ
ー

ツ
に
分
か
れ
ま
す
。
胴
体
は
、
竹
と
ワ
ラ
を

材
料
に
し
て
村
の
54
の
全
集
落
が
分
担
し
て

制
作
し
て
い
ま
す
。
竹
は
約
2
0
0
本
、
約

30
ア
ー
ル
分
の
ワ
ラ
を
使
用
。
竹
で
骨
組
み

を
作
り
、
そ
こ
に
ワ
ラ
を
ロ
ー
プ
で
つ
け
て

い
き
ま
す
。
ロ
ー
プ
の
編
み
方
に
よ
っ
て
蛇

の
ウ
ロ
コ
を
表
現
し
て
い
ま
す
。
集
落
の
皆

さ
ん
が
幾
日
も
集
落
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
集

ま
っ
て
制
作
し
た
も
の
を
、
ま
つ
り
当
日
に

つ
な
ぎ
合
わ
せ
ま
す
。
大
蛇
は
傷
み
具
合
を

み
な
が
ら
3
〜
4
年
ご
と
に
制
作
。
こ
れ
ま

で
に
8
体
の
大
蛇
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

③
ま
つ
り
誕
生
秘
話

む
ら
づ
く
り
は
人
づ
く
り
か
ら
―
―
。
人

材
発
掘
（
育
成
）
を
目
的
に
村
が
開
塾
し
た

「
せ
き
か
わ
ふ
る
さ
と
塾
」
の
塾
生
の
発
案

で
、
1
9
8
8
年
に
ま
つ
り
が
始
ま
り
ま
し

た
。村

に
は
こ
れ
ま
で
、
村
民
全
員
が
参
加
し

て
楽
し
む
村
全
体
の
ま
つ
り
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
情
報
化
社
会
の
波
に
押
さ
れ
、
田

舎
の
も
つ
良
さ
で
あ
る
地
域
の

連
帯
感
が
薄
れ
つ
つ
あ
る
た

め
、
村
民
一
丸
と
な
っ
て
取
り

組
め
る
ま
つ
り
を
考
案
。
都
会

に
は
な
い
村
の
良
さ
を
引
き
起

こ
し
、
そ
れ
を
肌
で
感
じ
、
村

に
生
き
る
こ
と
の
喜
び
と
自
信

を
も
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
ね
ら

い
で
し
た
。

④
な
ぜ
大
蛇
？

村
は
、
1
9
6
7
年
（
昭
和

42
年
）
8
月
28
日
、
羽
越
大
水

害
に
見
舞
わ
れ
、
多
く
の
犠
牲

者
を
出
し
ま
し
た
。
そ
の
水
害

を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
水

害
で
得
た
教
訓
を
後
世
に
伝
え

る
契
機
に
し
よ
う
と
、
ま
つ
り

創
設
に
あ
た
り
考
え
ら
れ
ま
し

た
。ま

た
、
村
に
は
「
大
里
峠
」

と
い
う
伝
説
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
伝
説
は
、
禁
断
の
蛇
の
味
噌
漬
け
を
食
べ

た
若
い
人
妻
が
、
蛇
に
化
身
さ
れ
、
や
が
て

大
蛇
に
成
長
し
、
自
分
の
す
む
場
所
を
つ
く

る
た
め
、
荒
川
を
せ
き
止
め
て
関
川
村
を
大

湖
に
す
る
と
い
う
も
の
。
こ
の
伝
説
は
、
見

方
に
よ
っ
て
は
大
水
害
を
物
語
に
し
た
も
の

と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、「
大
里
峠
」と「
水

害
供
養
」
の
二
つ
を
テ
ー
マ
と
し
、
水
害
発

生
日
前
後
に
ま
つ
り
を
開
催
。
ま
た
、
大
蛇

の
長
さ
も
こ
れ
に
ち
な
ん
で
、
82
・
8
ｍ
と

し
て
い
ま
す
。
竹
と
ワ
ラ
を
材
料
に
し
て
制

作
し
よ
う
と
考
案
し
た
の
は
、
せ
き
か
わ
ふ

る
さ
と
塾
生
の
畳
職
人
の
ア
イ
デ
ィ
ア
に
よ

る
も
の
で
す
。

ま
つ
り
を
通
し
た
交
流
　
　
　
　

ま
つ
り
サ
ミ
ッ
ト
in
関
川
村
　
　

10
月
6
日（
日
）に
開
催

大
し
た
も
ん
蛇
ま
つ
り
発
足
か
ら
25
周
年

目
を
迎
え
た
巳
年
の
今
年
、
10
月
6
日
に
関

川
村
で
、
ま
つ
り
サ
ミ
ッ
ト
in
関
川
村
を
開

催
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
全

国
各
地
か
ら
知
名
度
の
高
い
ま
つ
り
団
体
が

一
堂
に
会
し
、
交
流
を
深
め
よ
う
と
い
う
も

の
。
近
隣
市
を
は
じ
め
20
程
度
の
ま
つ
り
団

体
を
招
致
す
る
計
画
で
す
。

ま
つ
り
開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
若
者
た
ち

が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
組
織
し
て
、
そ

△

 

大
し
た
も
ん
蛇
の
制
作
風
景

△ 

「
大
里
峠
」
紙
芝
居
の
上
演
風
景

△ 

羽
越
大
水
害
に
見
舞
わ
れ
た
村
の
中
心
部

（
下
関
）



大したもん蛇まつりの経過など

1988年８月　
　第１回目開催
　日本イベント大賞奨励賞受賞
1989年10月
　ふるさと東京まつりに参加
1991年８月
　丸山大橋開通記念パレード
　（市町村道アーチ橋日本一）
1995年８月
　新潟ふるさと村（新潟市）
1997年６月
　羽越水害30周年記念パレード
2001年１月
　21世紀巳年元旦記念パレード
2001年４月
　 新潟総合スタジアム・ビッグスワン
（新潟市）新潟緑の百年物語
2001年６月
　 「竹とワラでつくられた世界一長
い大蛇」としてギネス認定

2002年６月
　 ワールドカップ・ウェルカムパ
レード（新潟市）
2003年10月
　咲いたまつり2003（さいたま市）
2004年４月
　第８回ふるさとイベント大賞受賞
　（祭り・イベント部門賞）
2006年11月
　新潟日報文化賞受賞
2008年10月
　まつりサミット（さいたま市）
2009年９月
　 トキめき新潟国体オープニング
セレモニー（新潟市）
2012年５月
　ふくしまフェスティバルin会津
2012年８月
　第25回目開催、第８代目完成
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の
内
容
を
検
討
。
村
に
は
人
材
発
掘
の
場
に

し
よ
う
と
い
う
狙
い
が
あ
り
ま
す
。
ま
つ
り

当
日
の
成
功
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
過
程
を

重
視
し
、
産
業
振
興
と
人
材
発
掘
に
力
を
注

ぎ
ま
す
。

大
し
た
も
ん
蛇
ま
つ
り
は
、
年
1
回
の
開

催
で
す
が
、
そ
の
ほ
か
に
も
県
内
外
の
ま
つ

り
に
参
加
し
、
大
し
た
も
ん
蛇
パ
レ
ー
ド
を

行
っ
て
い
ま
す
。
と
く
に
、政
令
指
定
都
市
・

さ
い
た
ま
市
で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
に
は

何
度
か
参
加
し
、
交
流
を
深
め
て
お
り
、
ま

つ
り
サ
ミ
ッ
ト
開
催
は
こ
れ
の
縁
に
よ
る
も

の
で
す
。

ま
た
、
昨
年
6
月
に
は
、
ふ
く
し
ま
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
原
発
事
故
の
風

評
被
害
を
払
拭
し
よ
う
と
、
全
国
か
ら
ま
つ

り
団
体
が
終
結
し
た
も
の
。
会
津
若
松
市
の

市
街
を
大
し
た
も
ん
蛇
が
練
り
歩
き
、
沿
道

に
集
ま
っ
た
福
島
市
民
と
一
体
と
な
っ
て
、

大
蛇
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
し
ま
し
た
。

大
学
生
と
の
交
流
も
10
年

国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
生
協
会
（
Ⅰ
Ⅴ
Ｕ

Ｓ
Ａ
）
と
の
大
し
た
も
ん
蛇
ま
つ
り
を
通
じ　

た
交
流
も
10
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
こ
の　

協
会
は
、
国
内
外
で
社
会
貢
献
活
動
を
し
て　

い
る
大
学
生
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
。
1
2
0
0
名　

の
学
生
が
登
録
し
て
い
て
、
毎
年
8
月
に
な　

る
と
1
0
0
人
か
ら
1
5
0
人
の
学
生
が　

村
を
訪
れ
、
ま
つ
り
の
準
備
や
当
日
の
運
営　

に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。　
　

ま
た
、
大
し
た
も
ん
蛇
ま
つ
り
だ
け
で
は

な
く
、
冬
の
ま
つ
り
や
体
育
協
会
行
事
、
お

年
寄
り
の
地
域
の
茶
の
間
な
ど
に
も
顔
を
出

し
、
年
間
を
通
じ
て
学
生
の
視
点
で
の
交
流

が
続
け
ら
れ
て
お
り
、
村
に
対
す
る
ビ
ジ
ネ

ス
プ
ラ
ン
の
提
案
な
ど
も
―
―
。
民
家
や
公

共
施
設
の
雪
処
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
検
討
さ

れ
て
い
ま
す
。

村
の
原
点
は
、集
落
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

関
川
村
を
元
気
に
す
る
に
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
組
織
の
母
体
で
あ
る
54
の
集
落
が
、
そ

れ
ぞ
れ
持
っ
て
い
る
有
形
無
形
の
資
源
を
自

ら
の
発
想
と
実
施
に
向
け
た
努
力
で
前
進
さ

せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
考
え
か

ら
、「
む
ら
づ
く
り
54
作
戦
」
と
称
し
た
集

落
の
計
画
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。
計
画

書
の
成
果
品
よ
り
も
、
策
定
ま
で
の
プ
ロ
セ

△

 

会
津
若
松
市
街
で
の
大
蛇
パ
レ
ー
ド
の
様
子

△

 

学
生
と
交
流
を
深
め
た
雪
ほ
た
る
祭
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フォーラム

ス
や
計
画
づ
く
り
に
関
わ
っ
た
住
民
同
士
の

つ
な
が
り
を
重
視
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
54
の
集
落
を
9
地
区
に
括
っ
た

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
、
昭
和
50
年
代
後
半

以
降
平
成
10
年
ま
で
に
組
織
化
さ
せ
、「
地

域
力
」
の
維
持
・
向
上
を
図
る
母
体
と
し
て

の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
は
、
ひ
と
つ
の
集

落
で
は
で
き
な
い
こ
と
、
行
政
で
は
実
施
で

き
な
い
事
業
等
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
は
自
主
防

災
組
織
の
役
割
も
担
っ
て
い
た
だ
く
必
要
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
消
防
団
組
織
の
見
直
し
を

行
い
、
7
つ
の
分
団
を
3
分
団
に
し
た
う
え

で
9
つ
の
「
地
域
隊
」
を
設
け
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
組
織
と
連
動
し
た
活
動
が
で
き
る
よ
う

に
再
編
成
し
て
い
ま
す
。

村
で
は
、
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め

補
助
率
3
／
10
〜
7
／
10
の
「
む
ら
づ
く
り

総
合
推
進
事
業
補
助
金
」
を
用
意
し
て
い
ま

す
。
人
材
育
成
事
業
や
地
域
連
帯
事
業
、
施

設
整
備
事
業
、
環
境
改
善
事
業
、
む
ら
お
こ

し
実
践
活
動
事
業
、
自
主
防
災
組
織
支
援
事

業
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
活
動
を
支
援
。
通
年
の

活
動
費
も
こ
の
補
助
金
に
よ
っ
て
交
付
し
て

い
ま
す
。

さ
ら
に
地
域
活
性
化
の
機
運
を
高
め
よ
う

と
村
税
の
約
1
％
に
あ
た
る
7
0
0
万
円
を

予
算
化
し
、
補
助
率
1
0
0
％

も
認
め
る
特
別
事
業
を
平
成
22

年
度
か
ら
実
施
。
応
募
の
あ
っ

た
事
業
提
案
は
、
公
開
審
査
に

よ
っ
て
そ
の
可
否
や
補
助
額
を

決
定
す
る
し
く
み
で
、
住
民
代

表
等
が
そ
の
審
査
に
あ
た
り
ま

す
。地

域
の
す
べ
て
の
問
題
に
つ

い
て
行
政
が
細
か
く
対
応
す
る

に
は
限
界
が
あ
り
、
村
と
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
集
落
な
ど
と

の
協
働
と
い
う
考
え
方
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

自
立
10
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　

キ
ラ
リ
と
光
る
　
　
　

村
づ
く
り
を

昭
和
29
年
8
月
、
関
谷
村
と

女
川
村
が
合
併
、
新
し
く
関
川
村
が
誕
生
し

ま
し
た
。
関
谷
・
女
川
両
村
は
、
自
然
や
歴

史
、
産
業
、
経
済
、
文
化
、
民
俗
な
ど
あ
ら

ゆ
る
面
に
お
い
て
共
通
点
を
も
ち
、
一
つ
と

な
っ
て
自
治
体
の
強
化
を
期
そ
う
と
す
る
合

併
は
、
極
め
て
自
然
の
成
り
行
き
で
し
た
。

以
来
60
年
、
豪
雪
、
大
地
震
、
大
洪
水
な

ど
未
曾
有
の
大
災
害
に
襲
わ
れ
甚
大
な
被
害

を
被
り
ま
し
た
が
、
村
民
の
た
ゆ
み
な
い
努

力
に
よ
っ
て
困
難
を
克
服
。
緑
に
囲
ま
れ
た

美
し
い
郷
土
は
立
派
に
再
生
し
ま
し
た
。

村
の
中
央
を
東
西
に
横
断
す
る
国
道
1
1

3
号
線
を
中
心
と
し
た
交
通
網
も
整
備
さ

れ
、
村
営
温
泉
も
加
わ
っ
て
形
成
し
た
え
ち

ご
せ
き
か
わ
温
泉
郷
な
ど
の
観
光
資
源
も
豊

富
で
あ
り
、山
と
川
と
い
で
湯
の
里
と
し
て
、

発
展
し
て
い
ま
す
。

21
世
紀
に
入
り
、
に
わ
か
に
吹
き
荒
れ
た

国
主
導
に
よ
る
市
町
村
合
併
の
嵐
は
、
全
国

の
自
治
体
を
そ
の
渦
中
に
巻
き
込
み
ま
し

た
。
し
か
し
、
関
川
村
は
こ
の
奔
流
に
流
さ

れ
る
こ
と
な
く
、
自
立
の
道
を
歩
む
こ
と
に

し
ま
し
た
。
国
の
構
造
改
革
と
地
方
分
権
の

推
進
に
よ
っ
て
、
地
方
財
政
は
極
め
て
厳
し

い
状
況
に
置
か
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
を
ひ

と
つ
の
チ
ャ
ン
ス
と
と
ら
え
、
小
さ
く
て
も

キ
ラ
リ
と
光
る
村
に
す
る
た
め
に
、
村
民
と

行
政
が
と
も
に
手
を
携
え
、
一
丸
と
な
っ
て

む
ら
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

△ 

地
域
活
性
化
事
業
申
請
の
公
開
審
査
会

△

 
村
の
中
央
を
荒
川
が
流
れ
日
本
海
へ
と
注
ぐ
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随 想

随随

想想

道
志
村
は
、
山
梨
県
の
東
南
端
に
位
置

し
、
東
西
28
㎞
、
南
北
最
大
4
㎞
と
い
う

木
の
葉
の
よ
う
な
形
を
し
た
地
形
の
村

で
、
通
称
「
道
志
七
里
」
と
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。
総
面
積
は
79
・
58
㎢
で
、
95
％
を

森
林
が
占
め
、
人
口
は
1
9
0
0
人
ほ
ど

の
村
で
す
。
村
の
中
央
を
国
道
と
道
志
川

が
ほ
ぼ
並
行
し
て
峡
谷
を
縫
い
、
国
道
は

縦
貫
し
相
模
原
市
と
富
士
吉
田
市
を
結

び
、
道
志
川
は
西
端
の
山
伏
峠
を
分
水
嶺

と
し
相
模
川
へ
と
合
流
し
て
い
ま
す
。
村

の
特
徴
の
一
つ
に
横
浜
市
と
の
1
0
0
年

を
超
え
る
交
流
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
明
治

30
年
に
横
浜
市
が
水
道
水
源
と
し
て
以

来
、
横
浜
市
の
水
源
地
と
し
て
交
流
の
歴

史
を
続
け
て
い
ま
す
。
当
時
か
ら
横
浜
港

に
寄
港
す
る
世
界
の
船
乗
り
か
ら
は
「
赤

道
を
超
え
て
も
腐
ら
な
い
水
」
と
し
て
永

く
称
賛
を
さ
れ
ま
し
た
。

明
治
5
年
に
英
国
の
外
交
官
ア
ー
ネ
ス

ト
・
サ
ト
ウ
に
「
ス
イ
ス
の
風
景
」
と
呼

ば
れ
た
景
観
や
こ
の
村
の
風
土
に
培
わ
れ

た
歴
史
文
化
を
将
来
に
つ
な
げ
て
い
く
た

め
の
持
続
可
能
な
村
づ
く
り
を
進
め
て
い

ま
す
。
昨
年
は
解
剖
学
者
の
養
老
孟
司
先

生
を
座
長
に
有
識
者
や
村
民
参
加
の
中

「
サ
ス
テ
な
水
源
会
議
」（
持
続
可
能
を
意

味
す
る
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
よ
り
命
名
）

を
開
催
し
7
つ
の
提
言
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。現
在
は
提
言
の
も
と
森
林
再
生
、自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
、
日
々
の
暮
ら
し
の

充
実
等
に
関
し
て
の
事
業
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
特
に
森
林
再
生
に
つ
い
て

は
山
林
の
ほ
と
ん
ど
が
民
有
林
で
伐
期
を

迎
え
て
も
手
入
れ
の
さ
れ
な
い
人
工
林
が

多
く
そ
の
活
用
と
保
全
は
地
域
活
力
の
面

か
ら
も
、
防
災
の
面
か
ら
も
喫
緊
の
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。現
在
、横
浜
市
の
公
共

施
設
へ
の
利
用
、住
宅
の
壁
や
床
材
利
用
、

「
水
源
地
ブ
ラ
ン
ド
」
と
し
て
椅
子
や
机

の
製
作
、
村
の
温
泉
施
設
の
薪
ボ
イ
ラ
ー

の
燃
料
と
し
て
活
用
す
る
と
か
、
間
伐
材

も
少
し
ず
つ
動
き
出
し
て
き
ま
し
た
。

森
林
の
木
材
と
し
て
の
価
値
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
利
用
の
面
以
外
に
も
、
多
面
的
機
能

の
う
ち
人
と
の
関
わ
り
の
部
分
は
大
事
な

も
の
で
あ
り
更
に
時
代
が
必
要
と
し
て
い

く
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
古
来
、

先
人
た
ち
は
森
に
癒
さ
れ
、森
と
対
話
し
、

森
か
ら
学
び
、
語
り
き
れ
な
い
多
く
の
も

の
を
人
は
森
か
ら
得
て
き
た
は
ず
で
す
。

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
自
然
は
夏
目
漱
石
の

ノ
イ
ロ
ー
ゼ
を
癒
し
、
兼
好
法
師
、
西
行

は
遁
世
者
と
し
て
優
れ
た
作
品
を
残
し
、

良
寛
の
山
里
の
質
素
こ
の
上
な
い
暮
ら
し

方
や
ソ
ロ
ー
の
「
森
の
生
活
」
は
多
く
の

人
に
今
な
お
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

あ
ま
り
趣
味
の
な
い
私
は
人
に
趣
味
を

尋
ね
ら
れ
る
と
「
山
歩
き
」
に
「
謡
」
と

答
え
ま
す
。
山
歩
き
と
は
特
別
な
場
所
を

歩
く
わ
け
で
は
な
く
自
分
の
持
ち
山
を
時

間
の
あ
る
と
き
に
歩
く
こ
と
で
す
。
手
を

か
け
た
人
工
林
の
凛
と
し
た
佇
ま
い
や
雑

木
林
の
季
節
の
移
ろ
い
、
沢
水
の
清
々
し

さ
に
触
れ
る
だ
け
で
こ
の
上
な
い
喜
び
を

感
じ
る
も
の
で
す
。
フ
ィ
ト
ン
チ
ッ
ド
の

効
用
も
充
分
に
感
じ
ま
さ
に
「
木
こ
り
に

業
病
な
し
」
で
す
。
日
本
人
は
昔
か
ら
目

的
な
く
歩
く
習
慣
が
な
く
、
散
歩
も
語
源

は
服
薬
後
の
効
果
を
高
め
る
た
め
だ
と
の

説
も
あ
っ
た
よ
う
に
記
憶
し
ま
す
。
イ
ギ

リ
ス
の
フ
ッ
ト
パ
ス
は
権
利
と
し
て
の
通

行
権
が
あ
り
ル
ー
ト
上
は
公
有
私
有
に
か

か
わ
り
な
く
自
由
に
歩
け
る
よ
う
で
す

が
、
日
本
の
森
や
林
は
多
様
性
が
高
く
植

生
が
豊
か
な
た
め
歩
き
に
く
い
難
点
は
あ

り
ま
す
が
そ
の
分
多
く
の
発
見
と
新
鮮
さ

が
常
に
あ
り
飽
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ

ん
。養

老
先
生
は
都
会
か
ら
農
山
村
へ
の
人

の
流
れ
を
作
る
た
め
「
参
勤
交
代
」
を
勧

め
て
い
ま
す
が
、
子
供
た
ち
に
こ
そ
も
っ

と
森
林
の
価
値
や
自
然
か
ら
の
学
び
の
場

を
提
供
し
た
い
も
の
で
す
。
毎
年
、
道
志

村
に
は
横
浜
市
の
小
中
学
生
を
中
心
に
た

く
さ
ん
の
子
供
た
ち
が
訪
れ
、
様
々
な
体

験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
水

源
地
は
「
自
然
環
境
」「
人
々
の
暮
ら
し
」

「
伝
統
文
化
」
と
い
っ
た
多
様
な
価
値
あ

る
モ
ノ
の
絶
妙
な
バ
ラ
ン
ス
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。
水
源
地
は
失
っ
て
し
ま
え
ば

二
度
と
回
復
で
き
な
い
多
く
の
貴
重
な
資

産
を
有
し
て
い
ま
す
。
道
志
村
で
は
都
市

と
山
村
、
上
流
と
下
流
の
つ
な
が
り
ま
で

も
含
め
た
総
合
的
な
環
境
学
習
と
し
て

「
水
源
教
育
」
を
提
唱
し
て
い
ま
す
。
体

験
学
習
を
さ
ら
に
磨
き
上
げ
、
都
市
の
理

論
に
偏
ら
ず
農
山
村
に
新
た
な
時
代
の
価

値
を
見
つ
け
る
環
境
学
習
の
場
と
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
時
は
移
り
子
が
父

と
な
り
、
父
は
祖
父
と
な
り
人
は
変
わ
っ

て
も
自
然
を
愛
す
る
心
を
引
き
継
ぐ
な
ら

ば
、
農
山
村
に
明
る
い
未
来
が
あ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

水

源

逍

遥

大お
お

田た

　
昌ま

さ

博ひ
ろ

山
梨
県
道ど

う

志し

村
長
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